
SNSが開けた若年女性のパンドラの箱

相談支援の新しい可ヨ獣生

~よりそいチャット(テキストを活用した自殺相談)実績報告~
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BO0人を超える相談者とのやり取り

SNS相談事美集計速報(4月~8月)
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若年女性が圧伊的
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6笥近くが「死にたい」気持ちがある

自殺念慮
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性暴力被害は10人に一人以上

有毎 1

11% 2

4%
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10代女性いじめ・性力

学校でのいじめによる自殺念慮を訴えて「よりそいチャット」に相談。「死にたい」気持ち

を受け止めながら、継続的に支援する中で、実は急性期の性暴力被害に遭っていたことを確

認、。本音を語ってくれたことを肯定的に評価しつつ、連携している地方支援団体を通じて性

暴力被害者ワンストップ支援センターにつなぐ。

20代女性,対応と継続支援

具体的な方法・期日を指定しての自殺念慮を明らかにして「よりそいチャット」に相談。緊

急性を鑑みて、察と連携して緊急保護。その後、本人とやりとりをして支援者と会うこと

の約束をとりつけ、借金の整理や生活・就労等の包括的な支援を現在も継続中。

20代女性性的待と援助交際

対人関係の悩みに起因する自己嫌悪、自殺念慮から相談
父親の性虐待から家出、ネットで知り合った「友人」を頼って都市部に移動してきたことが分

かる。ネットカフ工で援助交際をしながら生活。解離症状が激しく医療へつなげようと試みる
が、故郷の心療内科で医師から性暴力被害を受けたこともあり、同意しない。

1:中学生以下、 2:問校生、 3:19歳以下、
4:20代、 5:30代、 6:40代、フ:50代以

8:不詳
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若年者をめぐる状況

・若年層の自死は増加を続けている

・相談機関が不足している

一児童福祉法の対象からはずれると、

就労・障害など「縦害小ノ」の相談機関はあっても

「若年層」をターゲットとした包括的な相談機関はない

・日常のコミュニケーションはSNSなどの「テキスト」を活用す
るスタイルに移行しているが、公的機関は対面など直接の窓口
かほとんと

・若年層への効果的なアプローチが可能になる

→若年層が相談できるようになる

・「若年層の課題」と現状が明らかになる

→メンタル不調、性暴力被害、対人における葛藤

SNS相談のメリットと課題

・相談内容の真偽がつかみにくい

. 叶酢剣が「ゲーム」になる危険性がある

など

37



SNS相談のこれから

SNSは「入り口」にすぎないという理解の徹底が求められる

→テキストベースの相談を続けるだけでは、本人エンパワ

はなりにくい。

相談体制は多重構造化が求められる

→「テキスト文化」に習熟している相談員と、「実際の支援

に経験の深いスーパーバイザーの配置が求められる

既存の相談機関が「若年層」特に暴力被害を体験した若年女性
の対応スキルを学ぶ必要がある

よりそいチャットは全国から寄せられる相談ι
様々な分野の専門家等と連携しながら、
全国各地で継続的な支援を展開

^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^

よりそい全支援におけるネツトワークを使したつなぎ先 .

■

福祉事務所、生活困者自立総合窓口、病院、精神保健福祉センター、基幹相談支援センター、地
域包括支援センター、子ども家庭センター、相談所、学校、男女共同参画センター、'性暴力被害者支
援ワンストップセンター、配偶者暴力相談支援センター、若者サポートステーション、ハローワーク、総合労
働相談窓口、法テラス、無料弁.士相談、、、消防etc_
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1 概要

若草プロジェケトは2016年3月に設立、同年4月にキックォフ研修会を京都の寂庵で開催し、事業をスタートさせた

2017年度も、 2016年度に引き続き、「つなぐ」「ひろめる」「まなぶを3つの柱として実施した

「つなぐについては、 nNEによる相談活動を(NPO) bondフロジェクトに委託して週3回1丁ってぃるひろめる」にっ

いては10月に周年記念シンポジウムを開催したほか、代表呼び掛け人を中心にマスコミ等に対してさまざまな発信を行った。

まなぶについては、連続研修会を3回開催したまた、2016年度に作成した共生社会を創る愛の基金と協働で支援者

のためのマニュアルにつき、改訂作業も行った更に、 2017年度は、企業とのコラボレーションを企画・運営する機会も得

ることができた。今後は、少女と企業をつなぐ」活動も視野に展開していきたいと考えてぃる。

年目も、ボランティアスタッフが中心で活動していることもあり、体制面等で多くの脆弱性は完全に解消されてぃない面も

あるが、3つの柱それぞれについて、一定程度の実績を挙げることができた今後は、生きづらさを抱えた若年女性たちの

問題により貝体的にアフローチできるよう、今行っている取り組みを継続しつつ、新しい取り組みにも目を向けてぃきたい

2017年度事業報告

社)若草プロジェクト

2 事業の実施状況

1「つなぐ事業」

ア11NEによる相談活動の実施(NP0法人bondフロジェクトに委託)

相談開始平成28年8月27日

相談の仕組み

毎週月及び士 13~19時、水 17~19時に 2名体制で実施

必要に応じてメール相談、同行支援等につなげてぃく

相談実績

受付申請数

相談開始数

メール相談数

電話相談数

同行支援数

保護件数

1027件

966 件

71件

19 件

8件

7件

イ.企業との連携

企業と連携した事業を進めていくこととし、ま武ユニクロ、 THEORY等を傘下に持つファーストリティリングとの連携

をスタートさせた

(ア)「若草X服のチカラ協働フロジェクトに関する合意書」の締結

ファーストリテイリングと連携して、全国の若い女性を支援する施設を対象とした日常生活ハックの寄付、ファッショ

ンイベントの開催等を進めることとし、10月18日付けで合意書を締結した

(イ)実行委員会の開催

合意書に基づく連携を具体的に進めるため、代表的な支援施設による実行委員会を組織し、2月1日に第1回を

開催した

(ウ)ファッションイベントの,式行的開催

BONDフロジェクトとTHEORY(ファーストリテイリンググループ)によるファッションイベントを 12月1日に試1丁

的に開催した



2 ひろめる」事業

ア.設立2周年記念シンポジウム

現代社会の歪みの中で、生きづらさを抱えた若い女性や少女たちが、スマホやインターネットを通じて性犯罪、ポルノ、

DV、薬依存などの艮に絡め取られている。彼女たちの心のSOSをキャッチし、支援することが必要であると考え、この

問題を広く社会に訴えかけるために、シンポジウムを開催した

開催月日平成29年10月16日

開催場所響都ホール(京都駅八条口前アバンティ9F)

参加者約330名

内容

挨拶福島至(龍谷大学矯正・保護総合センター長)

お話瀬戸内寂聴(作家、僧侶、若草プロジェクト代表呼び掛け人)

,苗演1 つなぐひろめるまなぶ・若草プロジェクトの事業・」

村木厚子(前厚生労働事務次官、若草プロジェクト代表呼び掛け人)

,博演2 「女の子たちのいま」

橘ジュン((NPO) BONDプロジェクト代表

ハネルディスカッション「少女たちの実情と立ち直りに必要なこと

コーディネーター浜井浩一倩E谷大学法学部教授)

安保千秋(弁護士)ノ、ネラー

齋藤常子(京都更生保護女性連盟)

森伸子(法務省和泉学園長)

森口由美子(大阪府立高校養護教諭

閉会挨拶大谷恭子(若草プロジェクト代表理事)

イ.広報活動

(ア)新聞、雑誌等への働きかけ

シンポジウム、研修会等のイベントの記事の新聞・雑誌への掲載

理事、代表呼びかけ人の講演、エッセイ、インタビュー等

リーフレット等による広報

リーフレットの作成

ホームページの運営

アドレス:http:がWakakusaJP.net/index.html

3 「まなぶ」事業

ア.「女の子」たちの今を知り「イ頼される大人になる」ための連続講座

第4回(平成29年4月22日寂庵参加者約50人)

性虐待から生き延びるわたしたちにできることは

講師:上岡陽江氏

第5回(平成29年8月5日更生保護会館

非行と少女支援の現場から

参加者約60人)



講師:堂本暁子氏、田川ふれ愛義塾工藤良理事長

第6回(更生保護会館参加者約60人)

少女たちが安心して助けてと口える社会に「座間事件」を繰り返さない

講師:特定非営利活動法人OVA(オーヴァ)代表理事伊藤次郎氏

イ.マニュアルの改訂

「少女若年女性を支援する人のためのハンドブック

若い女性たちの環境や心情の理解

援助機関の分野別解説

虐待・性的搾取・依存症・暴力などの事例

頒布価格 500円

3総会・理事会の開催状況

機関

代表理事

理事

理事

理事

理事

大谷恭子

村木太郎

遠藤智子

瀬尾まなほ

牧田史

総会平成29年4月4日

2016年度事業報告・会計報告

2017年度事業計画・予算

会員及び賛助会員の会費について

理事会

第1回平成29年5月16日

第2回平成29年6月7日

第3回平成29年7月26日

第4回平成29年8月30日

第5回平成29年9月19日

第6回平成29年10月Ⅱ日

第7回平成29年Ⅱ月13日

第8 回平成29年12月15日

第9 回平成29年2月20日

臨時理事会

第 1回平成30年1月18日

第2回平成30年2月5日

第3回平成30年2月28日

第4回平成30年3月19日

4会員、賛助会員の状況

正会員 5名(代表理事・理事から成る)

賛助会員 157名

162 名合計



私たちは

少女と若い女性たちの

今とこれからを
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(株)ファースト1ノテイリング

株式会社サピエント

代表取締役湯川智子

「人生というギフトを大切に」

SAPIENTinc

株式会社フロックは、,"Y
すべての女性を応援します!

Fl ke株式会社フロック
イ帳取締役社長高倉章子

〒162-0042東京都新宿区早稲田町66番地安商ビル3階
TEL03-5155-4565 http://flukeJP
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賛助会員の募集

プロジェクトに賛同し、一緒に活動したり、財政的な支援をしてくださる方々を下

記のとおり募集してぃます。賛助会員の方は、ご了承が得られれぱ、賛同人として

お名前、所属をHPに掲載させていただきます

年101万円

(賛助企業会員は5口以上でお願いします)

ゆうちょ銀行 10170-85054551 シャ)ワカクサプロジェクト

(銀行等から振り込むときは支店名0ーハロ座番号8505455

ます)

お申し込みいただきましたら、会費の振り込みを確認の上、賛助会員の

登録をさせていただきます

なお、お申込みいただく際は、若草プロジェクトのホームページ

(http://wakakusa.jp.net/index.htmD にございます、専用の申込フォー

ムをご利用ください

上記口座からお振込み頂いただけでは、どなたからのご送金か特定でき

ないため、賛助会員の登録ができない場合がございますのでご注意くだ

さい。

皆様の賛助会費は、LINE相談の運営費用や同行支援の費用等に使わ

せて頂いております

何卒ご支援ご協力のほどよろしくぉ願いいたします

とな
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若早フ゜ロジ エク

P

開場

Ⅱ330】開会あいさつ、若草プロジェクト事業報告
村木厚子元厚生労働事務次官

牧田史(一社)若草プロジェクト理事、弁護士

O g

3周年シンポ

a m

寂庵からの報告一若草と私一
瀬尾まなほ瀬戸内寂聴秘書

「座間事件」後の若年女性や少女たちへの支援の状況
厚生労働省の取り組みについて

宮原真太郎厚生労働省参事官旧殺対策担当)

SNSが開けた若年女性のパンドラの箱
熊坂義裕(一社)社会的包摂サポートセンター代表理事、医師

●φ1く憩●

ウム

訂駐5】基調講演

少女たちの現在あるいは居場所一『路上の刈から
桐野夏生作家

対談

会場からの質問

桐野氏、大谷恭子(一社)若草プロジェクト代表理事、弁護士

閉会あいさつ

閉会

ジ立設ト


